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畑小学校（岩手県）

　　「日本一の雑穀の里”チャレンジ！雑穀”」
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小学校（宮城県）

　　「ふゆみずたんぼと田んぼの学校」
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大内小学校（秋田県）

　　「農業体験でふるさとに愛情とほこり」
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百川小学校（山形県）
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こどもサミット　パネルディスカッションの様子
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事例発表をした児童

第1回 タイトル：「ふるさとって何だろう」 仙台市立東
ひがしろくばんちょう

六番丁小学校の児童

平成14年度 とき・ところ：平成15年2月22日　仙台サンプラザ

第2回 タイトル：「ふるさとへの思いと未来」 水土里ネットはさまがわ理事長　　上野
う え の

　智
とも

通
みち

平成16年度 とき・ところ：平成16年10月30日　山形国際交流プラザ

第3回 タイトル：「未来へつなごう！水土里はみんなの宝物」

平成17年度 とき・ところ：平成17年10月１日　仙台国際センター

第4回 タイトル：「伝えよう！地域の水土里の大切さ」

平成18年度 とき・ところ：平成18年9月9日　仙台国際センター
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プログラム

　　「ふるさとを見つめる
　　　　　　　　　　　～棚田のためにできること～」

　　「田んぼの学校
　　　　　　　　～田んぼの中から環境を考える～」

開催経緯

　９月９日（土）宮城県仙台市の仙台国際センターにて、
「2006東北こどもサミットin仙台～伝えよう！地域の水土里の
大切さ～」が開催されました。
　現在農村では、農家の高齢化やゴミの投棄など様々な問題
が出てきており、水や農地（土）や農村環境（里）を農家だけ
で守っていくことが難しくなってきています。そこで、これまで
築き上げられてきた「水土里」を農村だけのものではなく、み
んなの宝として未来へ繋いでいくにはどうすればいいのか
を、東北６県の代表小学校の児童による事例発表も交えなが
ら、子供たちと一緒に考えるという内容で開催したものです。
　サミットには総勢約５００人、うち小学生約２６０人が参加し
ました。

アトラクション

こどもサミット

（１）事例発表

（２）パネルディスカッション

東北6県の小学生が農業・農村を通じた総合学習の成果を発表

仙台で東北こどもサミット開催

コーディネーター

パネリスト



東北農政局長　山根
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による開会あいさつ

　

　各県代表の小学生が、農業・農村を通じた体
験学習で学んだことについて発表しました。
（プログラム参照）

ＴＯＭＯＯ＆ＡＫＥＭＩによるミニコンサートの上演

　発表に引き続き、体験学習の感想として「米づく
りの大変さを実感した」、「冬水田んぼを知った」、
「生き物の見分け方を知った」、「苗の生命力に
びっくりした」、「自分たちで作った米でのおにぎり
のおいしさは忘れられない」、「棚田があった事を
知らなかったが、大切さを知った。」、「棚田が好
きになった」、「棚田のＰＲ方法に悩んだが、みん
なで解決した」、「自然とふれあうきっかけとなっ
た」、「泥の感触が楽しかった」、「いろいろな生物
がいることにびっくりした」などの発言がありまし
た。

　「“水”は人間が生きていく中で最も大切なもの
であり、”土”がきれいなところでないとちゃんとし
た作物は出来ません。”里”は田園の中に人間の
長い営みの歴史が刻まれています。
　近年、工業化・情報化社会が進む中で忘れがち
な”水土里の大切さ”を自分の手や足で触れなが
ら学ぶ事が重要です。今日の発表で交流を深め
つつ、水土里に対する情報の引き出しをたくさん
作りましょう」というあいさつにより、開会しました。

　今年度はサミットに先立ち、アトラクションとして、シンガーソングライターのＴＯＭＯＯ（須貝智
郎さん）＆ＡＫＥＭＩさんによるミニコンサートを上演しました。お二人は山形県内を中心にス
クールコンサートやＴＶ・ラジオで活動されており、作品には農業や命に関わる暖かみのあるも
のが多いです。当日は、ＮＨＫみんなのうたでも紹介されている「ごっつぉさま」、「名もない花
のように」等を演奏して頂きました。

開会あいさつ

小学生による事例発表

ＴＯＭＯＯ＆ＡＫＥＭＩ
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　事例報告に続き、パネルディスカッションを行いました。

  パネリストの鶴谷氏からは、「全校で米作りに取り組む
など素晴らしい活動に感心した。また、地域のお年寄り
の方々と深く関わりを持ちつつ取り組みを行っており、こ
れが地域の”力”となっていると思う。これらの取り組み
を都市部の子供たちに体験させられるように関係機関
に協力して頂ければ」との感想を頂きました。
　上野氏からは、「農業・自然環境にこれほどの関心を
持っているとは思っていなかった。このような体験を通じ
て地域農業の重要さをＰＲしていってほしい。また、農家
ががんばっているからこそ、地域の自然・環境が守られ
ているので、一般の方々のご協力を頂きながら魅力あ
る農業としていきたい」との感想を頂きました。
　櫻田氏からは、「子供たちのたくましさを実感した。体
験を通じ、農業や地域の風景、環境の重要さを認識し
た。これらを守り、遺す為に自分たちの出来ることから
やっていくことが重要。子供たちだけでなく、我々大人も
一緒に活動していきたい」と期待を込めました。

　最後に丸山整備部長から、「弥生時代から二千年をかけて農村の風景が作られ、その骨格
は農業農村整備事業で整備されたものです。今後もこれらの美しい景観やドジョウやメダカが
生息出来る豊かな自然環境づくりを心がけて事業を行っていきたい。水路や田んぼは地域の
共有財産です。皆さんと一緒に守り、遺す努力をしていきたい。」とまとめ、内村局次長の閉会
挨拶により終了しました。

　都市部の小学生を代表して参加した仙台市立東六番丁小学校の児童から、「自然が多いと
ころは不便な感じだが皆さんの環境はうらやましい。大人になった時も農業は残してほしいと
感じた」など、事例発表に対する感想を頂きました。
　その後、「自分たちの地域にある”水や田んぼ、畑のある農村”のことをどのように感じ、将
来、大人になったときにどのような姿であってほしいか、またそのために、自分たちがどのよう
なことを出来るか」をテーマに、発言を頂きました。
　事例発表をした小学生からは「地域の方々が作った米・野菜を食べているが、有り難いこと
だと思うようになった。このような地域を残していきたいと思った」、「地域の素晴らしさを子供た
ちに話せる大人になりたい」、「都会に無い水田を残したい。水を大切にする、ゴミを捨てない
等、大人になってもがんばりたい」「地域の風景が好き。これからも残していきたい」、「棚田の
重要性を再認識した。農作業は大変だけれど、まわりの市町村とも協力して守ってほしい」な
どの発言がありました。

パネルディスカッション

東北農政局次長閉会あいさつ
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